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産 業 環 境 委 員 会 報 告 資 料  
令和２年１月２１日 

件  名 プレミアム付商品券事業の進捗状況について 

所管部課 産業経済部 プレミアム付商品券担当課 

内  容 

プレミアム付商品券事業における、住民税非課税対象者の申請状況、

商品券の販売状況及び使用状況について報告する。 

 

１ 住民税非課税対象者の申請状況 

（１月７日時点） 

※ 申請率は、２３区中３位 

    順位は、１２月２０日時点の２３区調査による（前回調査では４位） 

２ 商品券販売状況 

（令和元年９月２４日販売開始～令和２年１月７日までの集計） 

販売場所 販売日程 販売冊数 
発行金額 

(1冊 5千円) 

郵便局 

平日（区内全６７局） 190,746冊 953,730千円 

土曜日（足立郵便局） 1,144冊 5,720千円 

小計  …① 191,890冊 959,450千円 

足立成和 

信用金庫 

以下の４回の日曜日 

（10/6、10/20、11/10、

12/15）         …② 
3,394冊 16,970千円 

 合計…①＋② 195,284冊 976,420千円 

【参考】商品券購入引換券の交付件数     （１月７日時点） 

項目 件数 

住民税非課税の購入対象者に対する交付件数 49,164件 

子育て世帯の購入対象者に対する交付件数 17,567件 

他自治体からの転入者について、足立区の購入
引換券と交換した件数等 181件 

合計（件数ベース） 66,912 件 

合計（商品券の冊数ベース） 
※ 対象者１人あたり最大５冊まで購入可 334,560冊 

項目 件数等 

住民税非課税対象者への総通知件数 …① 132,310件 

申請受理件数           …② 49,925件 

※ ②のうち、１１月発送の再通知による 

申請受理件数 
(11,722件) 

申請率            …②／① 37.73％ 
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大型店舗
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商店街の

店舗等

16.5％

スーパー

67.2%

商業施設・百貨店
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ディスカウントショップ

5.3%

家電販売店

3.4%

ホームセンター

3.3%

ドラッグストア

2.6%

その他

10.2%

３ 商品券使用状況 

令和元年１０月１日使用開始～１０月３１日までの集計 

（１）規模別では、大型店舗での使用が８３．５％、商店街の店舗等が

１６．５％ 

（２）業種別では、主にスーパーが６７．２％、商業施設・百貨店が

８.０％、ディスカウントショップが５.３％ 

【業種別の内訳表】 

業種 使用金額 使用割合 

スーパー 74,169千円 67.2％ 

商業施設・百貨店 8,822千円 8.0％ 

ディスカウントショップ 5,816千円 5.3％ 

家電販売店 3,805千円 3.4％ 

ホームセンター 3,600千円 3.3％ 

ドラッグストア 2,865千円 2.6％ 

その他 11,281千円 10.2％ 

合計 110,358千円 100.0％ 

問 題 点 

今後の方針 

 商品券購入期限は令和２年２月２９日、使用期限は３月３１日である

ため、今後も購入促進、使用促進のＰＲを継続していく。 

3



 

産 業 環 境 委 員 会 報 告 資 料  
令和２年１月２１日 

件  名 ウェルカムＴｏｋｙｏイベント（第２回支援事業）の採用について 

所管部課 産業経済部 産業振興課、一般財団法人足立区観光交流協会 

内  容 

標記の事業へ(一財)足立区観光交流協会が応募したところ、採用され

たので報告する。 
 

１ 主催 東京都、東京観光財団 

 

２ 事業内容 

２０２０年に東京を訪れる旅行者が楽しめるイベントを行う多様な

主体を、東京都と東京観光財団が新たに支援することで、都内の旅行

者の周遊と地域の活性化に寄与することを目指す事業。 

 

３ 公募期間 令和元年９月１９日～１１月８日 

 

４ 足立区応募企画概要 

「足立区“遊ば☆ｎｉｇｈｔ（ナイト）”パスポート」活用事業 

・ 外国人観光客が求める地域住民と触れ合えるナイトアクティビ

ティ(「狂言体験」「メイキング寿司」「光の祭典」等）を案

内するパスポートを東京に訪れた観光客に提供することで、足

立区への来街者を呼び込む企画。 

・ 東京観光財団が民間企業に委託して事業を実施。 

・ 想定委託契約経費 ５００万円 

  内訳 ・ パスポート編集発行／２４２万円 

     ・ 広報プロモーション他／１９２万円 

     ・ ナイトツーリズム企画調整／６６万円 

 

５ 審査内容／結果 

（１）一次審査 書類審査 

（２）二次審査 プレゼンテーション(１１月２２日) 

（３）採用決定 １２月３日 

（４）東京都プレスリリース １２月１９日 

（５）キックオフイベント   １月３１日 

 

６ スケジュール 

（１）令和２年２月 東京観光財団と協議会の設立 

（２）６月・７月  関係団体との企画調整・スキーム構築 

（３）８月～１０月 宣伝・告知 

（４）１１月～令和３年１月  

『遊ば☆ｎｉｇｈｔパスポート』の発行・ツアー実施 

（５）令和３年３月 結果報告書提出 

問題点 

今後の方針 

東京観光財団が委託する民間事業者と連携し、広報面等を中心に協力

していく。 
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産 業 環 境 委 員 会 報 告 資 料

令和２年１月２１日 

件  名 「光の祭典２０１９」の開催結果について 

所管部課 産業経済部 産業振興課、一般財団法人足立区観光交流協会 

内  容 

「光の祭典２０１９」の開催結果について報告する。 

１ 開催期間及び点灯時間 

（１）期間

令和元年１１月３０日（土）から１２月２５日（水）まで

※ 竹ノ塚駅から元渕江公園までの街路樹は

令和２年１月１３日（月・祝）まで

（２）点灯時間

午後５時から午後９時まで

※ 竹ノ塚駅から元渕江公園までの街路樹は午後１０時まで

２ 会場 

（１）元渕江公園（足立区保木間二丁目１７番１号）

（２）東武スカイツリーライン竹ノ塚駅周辺

（３）上記（１）（２）の２会場を繋ぐ１.２ｋｍの街路樹

３ 来場者数（元渕江公園会場） 

（１）総来場者数

２５２,０００人   （９,６９２人／日 ２６日間 開催）

前年度２４８,０００人（９,９２０人／日 ２５日間 開催）

（２）イベント日 （ ）内は前年度の実績 

１１月３０日（土） 

晴／１２℃（晴） 

１２月１日（日） 

晴／１２℃（晴） 
合  計 

ステージ・

物産展・ 

点灯式 

４１,０００人 

(３９,５００人) 

２８,０００人 

(２８,０００人) 

６９,０００人 

(６７,５００人) 

４ 主催 一般財団法人足立区観光交流協会、足立区 

５ 今年度の特色 

（１）メイン会場の元渕江公園では、五大陸に生息する動物たちをモチ

ーフとしたオブジェを設置した。 

（２）竹ノ塚駅前からの街路樹は、今年度は両側の街路樹の枝を人気の

シャンパンゴールドで電飾した。

（３）毎年好評を得ている８本ツリーとビームライトの演出も継続して

実施した。 
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６ イベントの開催 

実施内容 実施日時 

ステージショー

・ 令和元年１１月３０日(土)、

１２月１日(日) 

・ 午前１１時～午後６時

※ ３０日は午後３時３０分まで

物産展・模擬店 

・ 令和元年１１月３０日(土)、

１２月１日(日) 

・ 午前１１時～午後８時

点灯式 
・ 令和元年１１月３０日(土)、

・ 午後４時３０分～午後５時５分

ほっとカフェテリア 

・ 令和元年１２月７日(土)、８日(日)、

１４日(土)、１５日(日)、 

２１日(土)、２２日(日)、 

２４日(火)、２５日(水) 

・ 午後５時～午後８時３０分

７ 省エネ対策等 

グリーン電力を購入し、自然エネルギーの普及貢献や全ての電飾を

ＬＥＤにするなどの省エネ対策を実施した。また、出展者には、プラ

スチック製品の抑制や紙製容器の推奨など環境への配慮を依頼した。

８ 連携イベント 

（１）イルミネーションサンアヤセ（サンアヤセ商店街振興組合主催）

ア 会場

足立区綾瀬三丁目１０番 都立東綾瀬公園（通称：ハト広場）

イ 期間、点灯時間

令和元年１２月２１日（土）から１２月２２日（日）

午後４時３０分から午後１０時まで

ウ 点灯式

令和元年１２月２１日（土）午後４時３０分～

エ ステージショー・模擬店

令和元年１２月２１日（土）午前１０時から午後７時まで

オ 担当

産業振興課

（２）東武健康ハイキング（東武鉄道株式会社主催）

ア コース、テーマ、距離

竹の塚～舎人エリア「歴史と文化のまち 竹の塚ぐるり散策」

約１０キロのコース 

イ 開催日

令和元年１２月１４日（土）
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ウ 受付場所

区立大境公園

エ 受付時間

スタート：午前１１時から午後１時まで

ゴール：午後１時３０分から午後４時まで 

オ 参加人数

２，０９３人

カ その他

当日自由参加、参加費無料、完歩者にはゴールで主催者から記

念品を贈呈。多くの完歩者が、光の祭典にも足を運んでいた。 

（３）区内図書館との連携企画

光の祭典２０１９のテーマ「五大陸の動物たち」にちなみ、動物

に関するお話し会や図書・絵本の特集棚を設置した。 

実施館：中央図書館、竹の塚図書館、舎人図書館他。 

問 題 点 

今後の方針 

・ 今年度はプロポーザルにより事業者を選定して１年目である。今年

度の事業の評価を踏まえ、次年度以降の内容について検討する。

・ 今年度のイルミネーション電球数は、事業者提案により１５万球増

やし８５万球とした。今後は、計画的に電球を購入し１００万球を

目指していく。
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産 業 環 境 委 員 会 報 告 資 料

令和２年１月２１日 

件  名 常設写真投稿サイト「あだち街フォトギャラリー」の終了について 

所管部課 産業経済部 産業振興課、一般財団法人足立区観光交流協会 

内  容 

 令和２年度以降「あだち街フォトギャラリー」の運用を終了し、「足立区

街フォトコンテスト」に一本化するので報告する。 

1 サイト開設時期 

平成２８年１１月 

※ 協会公式サイト「あだち観光ネット」リニューアル時に両サイトを開設

２ 事業内容 

（１）「あだち街フォトギャラリー」

春夏秋冬毎に写真を募集。１人毎月１０作品まで投稿可。

撮影期間：概ね 1カ月以内に撮影した作品

（２）「足立区街フォトコンテスト」(旧足立区写真コンテスト)

毎年１２月初旬から翌年１月末日までの２カ月間で写真を募

集。１人５作品まで投稿可。

撮影期間：募集年次 1年間に撮影した作品 

（３）投稿数実績

あだち街フォトギャラリー 足立区街フォトコンテスト 

投稿作品数 投稿実人員 投稿作品数 投稿実人員 

平成 28年度  81件 44人 350件 120人 

平成 29年度 202件 75人 244件 131人 

平成 30年度 510件 65人 271件 86人 

令和元年度 187 件 31 人 71件 28人 

※ 令和元年度は１２月末現在の数値。

３ 終了理由 

・ 開設時にはＷＥＢ上での写真投稿サイトは限られていたが、現在は

個人がアカウントを持ってＳＮＳ上で即投稿できる民間サイトが複

数あり、広く利用されるようになった。

・ 投稿者が固定してきており、投稿数も減少している。

※ 写真とコメントの事前審査のため、投稿した写真を即時掲載で

きないことが投稿数減の主な要因と思われる。

問 題 点 

今後の方針 

・ 今後は、「足立区街フォトコンテスト（年１回実施）」の募集期間を３

カ月間に延長し、ＰＲを強化し、区民目線での足立区の観光資源の発掘

に努めていく。

・ 写真投稿サイトやＳＮＳの動向については、情報収集を継続する。
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